


今月の 行 事
e v e n t i n f o

　十年近く前のある日、境内で驚いたことがあり

ました。お盆の時期、偶然隣り合わせになった二

家族の一コマでした。一方は、地元に暮らすＡさ

んご家族、もう一方は首都圏から来られている子

ども連れの若いＢさんご家族。後に聞いた話によ

れば、その日が初対面とのことでした。

　八十代後半の男性Ａさんは大変懐かしそうな面

持ちでＢさんのお子さんを見るなり、ポケットか

ら千円札を一枚取り出すとティッシュに丁寧に包

んで「はい、お小遣い」とお子さんに手渡しまし

た。そこで驚いたのはＢさんご家族、初対面の方

から突然お小遣いをいただいたわけです。何度も

固辞しようとしましたが、Ａさんの勢いに押され

て受け取りました。

　私はそのいずれの家族も、先祖のつながりも、

ある程度の歴史を知っています。今では若い方々

が首都圏に出てしまい、Ｂさんの実家には誰も住

んでいませんが、もともとはお寺の周辺の同じ集

落のお付き合いがあった家どうしでした。

　Ａさんが語ります。「私がまだ小さかった頃

（終戦前）に、よく隣のＢさんのところのお婆

ちゃんに甘いお菓子をもらったことがありまして

ね。ほら、そこの墓碑に刻まれている、あなたの

何代か前の先祖の、その人。そうそう。大変お世

話になった人で、中々あなたたちにお会いするこ

とが出来なかったんですけどね。ようやくこうし

て会えたので、昔のお菓子のお礼ですよ」

　念願叶ってようやく出会えた子孫に恩返しがで

きたＡさんは、大変に満足した様子でした。Ｂさ

んも明治生まれの自分の先祖（曾祖母）のお話を

初めて聞いたようでびっくりでしょうが、さらに

驚いたのは突然天から降ってきたお小遣いを手に

したお子さんです。人の恩というものは、何代に

もわたって後世に残ってゆく、まさにその体験を

した子どもにとっては、生き方を変えるほどの力

を与えられたことでしょう。そばで一部始終を見

ていましたが、「先祖代々」というのはこういう

ものかと感服いたしました。

　～人間の死後に、集めたものは残せない。与え

たものしか残すことができない～

　昨年亡くなられたキリスト教カトリック修道

女・ノートルダム清心学園理事長の故・渡辺和子

さんの著書に出ていた言葉です。

　わずかの甘いお菓子を与えた恩は百年近い年月

を経ても風化することなく残るという事実。まさ

にその箴言の通りだと思いました。家、土地、財

産、車。形あるものが時の流れに消えていく中、

決して風化しないのは、人に与えた行いや生き方

しかないのかもしれません。

　物が溢れて集めすぎて「断捨離」という言葉が

流行りましたが、捨てるよりも与えることの方が

遥かに大切です。皆さんにとって、与えられたも

のとは何でしょうか。 　　　　　　　　　住　職

『残るもの残らないもの』

今月の 法 話
d h a r m a t a l k

▼ 日曜寺子屋
　10月15日（日）午前６時～　於：安洞院
　朝の読経の後、前住職による講話が行われます
▼ ご詠歌（曹洞宗の梅花流詠讃歌）
　１０月３０日（月）　検定会　於 :飯坂温泉聚楽
　１０月３１日（火）　県大会　於：パルセいいざか
▼ 安洞院華道会
　10月11、25日（水）午後2時～
　於：文知摺　　講師：龍生派・桐山千峯 先生
▼ ヨーガの会・レギュラークラス ※印の日は坐禅あり
　平日昼（火）　10/3、10/17　午前10時～
　平日夜（水）　10/11、10/25　午後7時～
　於：文知摺観音　初回のお申込みは安洞院まで
　会費は体験1,000円です
▼ 写経会
　10月28日（土）午後3時～　予約不要です
　於：安洞院　会費500円　手ぶらで参加可能
▼ 大般若祈祷会・歳末合同供養
　11月5日（日）※時間詳細は表面参照
　於：安洞院　供養・各種祈願は事前申込み制
　参拝のみは自由・無料です。皆様でどうぞ。
▼ ZAZEN-2h（夜の２時間坐禅会）
　10月は山門行事の都合によりお休みします
▼ お寺で学ぶ終活・葬儀やお墓の勉強会
　1１月２６日（日）15時開催予定　定員30名
　今後の不安な事や現代のお墓事情について学びま
　す。しのぶ会館の宿泊施設内覧会も行います。
　詳細は次号にてチラシを同封します。要予約。

安 洞 院 〒960-8202　福島市山口字寺前5番地
TEL 024-534-0939  FAX 024-533-6785

http://antouin.com/ info@antouin.com

ご不明な点はお問合せください。web、ブログもどうぞ。
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